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演

䥽

黒

田

基

樹

黒

田

基

樹

黒

田

基

樹

黒

田

基

樹    

玉

縄

城

に

頻

繁

に

滞

在

し

た

小

田

原

城

当

主

の

文

書

類

か

ら

推

定

䣎

本

丸

は

当

主

の

館

で

あ

り

䣍

当

主

は

玉

縄

城

に

滞

在

し

て

鶴

岡

八

幡

宮

や

出

陣

に

向

䣬

た

こ

と

䣎

ま

た

都

や

駿

河

の

賓

客

を

迎

え

る

館

の

存

在

䣍

玉

縄

城

主

の

館

の

存

在

を

推

定

䣎

玉

縄

城

跡

発

掘

調

査

報

告

の

映

像

に

よ

り

䣍

そ

れ

を

実

証

で

き

た

と

明

言

さ

れ

ま

し

た

䣎    

◆

連

続

◆

連

続

◆

連

続

◆

連

続

セ

ミ

ナ

䤀

５

セ

ミ

ナ

䤀

５

セ

ミ

ナ

䤀

５

セ

ミ

ナ

䤀

５

年

目

年

目

年

目

年

目

のののの

収

穫

収

穫

収

穫

収

穫    

新

装

の

ギ

䣺

ラ

リ

䤀

で

䣓

日

本

の

城

䣔

の

イ

ラ

ス

ト

に

囲

ま

れ

䣍

講

演

会

䣎 

䣓

戦

国

の

城

の

謎

䣔

香

川

元

太

郎

氏 
 

 

䣓

玉

縄

城

の

不

思

議

䣔

大

竹

正

芳

氏 

10

月

に

は

䣓

後

北

条

氏

と

一

門

衆

を

支

え

た

女

性

た

ち

䣔

を

浅

倉

直

美

氏

が

研

究

発

表

䣍

玉

縄

城

主

綱

成

と

氏

繁

夫

人

の

出

自

と

氏

繁

の

息

子

䣍

氏

舜

䣍

氏

勝

兄

弟

の

䣓

嫡

男

問

題

䣔

に

も

結

論

が

出

さ

れ

ま

し

た

䣎 

◆◆◆◆

文

化

庁

事

業

文

化

庁

事

業

文

化

庁

事

業

文

化

庁

事

業

５５５５

年

間

年

間

年

間

年

間

のののの

成

果

成

果

成

果

成

果    

基

調

講

演

基

調

講

演

基

調

講

演

基

調

講

演

䣓

戦

国

武

将

比

較

論

䣓

戦

国

武

将

比

較

論

䣓

戦

国

武

将

比

較

論

䣓

戦

国

武

将

比

較

論

をををを

語語語語

る

䣔

る

䣔

る

䣔

る

䣔    

小

和

田

哲

男(

静

岡

大

学

名

誉

教

授) 

一

䣍

光

の

当

て

方

で

変

わ

る

人

物

像

䣍

東

の

代

表

䣍

北

条

早

雲

䥹

伊

勢

宗

瑞

䥺

は

梟

雄

か

ら

脱

却

䣎

西

の

代

表

䣍

明

智

光

秀

䥹

惟

任

光

秀

䥺

は

謀

反

人

か

ら

脱

却

䣎 
 

二

䣍

戦

国

大

名

北

条

氏

の

䣓

国

家

䣔

と

豊

臣

秀

吉

の

天

下

統

一

䣎

後

北

条

氏

䥾

関

八

州

分

権

国

家

䣍

豊

臣

氏

䥾

中

央

集

権

国

家

䣎 

䣓

戦

国

䣓

戦

国

䣓

戦

国

䣓

戦

国

東

西

文

化

比

較

論

䣔

東

西

文

化

比

較

論

䣔

東

西

文

化

比

較

論

䣔

東

西

文

化

比

較

論

䣔    

五

人

の

パ

ネ

ラ

䤀

が

８

年

ぶ

り

に

一

堂

に

会

し

䣍

戦

国

時

代

の

畿

内

と

東

国

の

䣓

武

将

䣍

文

化

䣍

城

郭

䣍

人

の

営

み

䣔

の

違

い

を

語

る

䣎

䣓

畿

内

は

銀

䣔

䣍
䣓

東

国

は

米

䣔

が

給

料

と

し

て

流

通

し

て

い

た

と

小

和

田

氏

䣎

鎌

倉

で

は

䣓

銅

貨

の

流

通

䣔

が

続

い

て

い

た

と

伊

藤

パ

ネ

ラ

䤀

䣎

発

掘

調

査

現

場

で

も

銅

銭

が

頻

繁

に

出

る

と

考

古

学

の

玉

林

パ

ネ

ラ

䤀

も

証

言

䣎

活

発

な

意

見

交

換

が

続

き

ま

し

た

䣎 

 

陣屋の下から現れた「池状遺構」 

 

枯山水の池の様相と館の柱穴 

 

 

香川元太郎画伯描く玉縄城鳥瞰図 

 

8 年ぶりに玉縄で講演。戦国武将

比較論を語る小和田哲男講師 



（３） ２０２１年(令和３年) ５月１３日発行 第２１号    玉繩城まちだより         

                                       

 

 

 

 

 

 

 

体験学習の 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地

域

史

地

域

史

地

域

史

地

域

史

をををを

学学学学

びびびび

次

世

代

次

世

代

次

世

代

次

世

代

へ

つ

な

ぐ

へ

つ

な

ぐ

へ

つ

な

ぐ

へ

つ

な

ぐ    

䣓

玉

縄

歴

史

館

市

民

学

芸

員

䣓

玉

縄

歴

史

館

市

民

学

芸

員

䣓

玉

縄

歴

史

館

市

民

学

芸

員

䣓

玉

縄

歴

史

館

市

民

学

芸

員

育

成

育

成

育

成

育

成

講

座

䣔

講

座

䣔

講

座

䣔

講

座

䣔

    

８

年

前

䣍

県

歴

史

博

物

館

の

協

力

を

受

け

て

開

始

し

た

市

民

学

芸

員

育

成

講

座

は

䣍

６

年

で

１５

人

の

メ

ン

バ

䤀

が

育

ち

䣍

小

学

生

の

体

験

学

習

参

加

校

は

１６

校

に

増

え

䣍

䣓

昔

の

暮

ら

し

の

体

験

学

習

は

玉

縄

䣔

が

定

番

の

声

に

な

り

ま

し

た

䣎 

令

和

元

年

䣍

市

教

育

セ

ン

タ

䤀

と

協

働

で

副

教

材

䣓

か

ま

く

ら

玉

縄

の

む

か

し

の

は

な

し

䣔

を

発

刊

䣎

２

千

６

百

冊

は

市

内

す

べ

て

の

小

・

中

学

校

に

配

布

さ

れ

䣍

Ｄ

Ｖ

Ｄ

は

コ

ロ

ナ

禍

の

な

か

䣍

教

室

で

有

効

に

使

わ

れ

て

い

ま

す

䣎 

今

年

の

体

験

学

習

は

䣍

玉

縄

歴

史

館

に

歩

い

て

来

る

こ

と

が

条

件

䣎

６

校

５００

人

は

䣍

副

教

材

を

活

か

し

学

校

内

で

予

習

を

済

ま

せ

䣍

民

具

に

ま

䣬

し

ぐ

ら

䣎

歴

史

館

学

芸

員

に

質

問

を

浴

び

せ

䣍

民

具

に

触

れ

て

䣍

昔

の

暮

し

を

体

験

し

ま

し

た

䣎 

令和元年、２年度 文化芸術振興費補助金 

「鎌倉・玉縄城址を活かす歴史ミュウジアム事業」人材育成事業の成果と今後の活動 

 

先生方にも好評な副教材を発刊 

 

 350 年前の古民家外観を説明 

 

重文古民家の雛の設え 

 

縄文の鉢は軽くて艶やか 

 

学芸員が企画展示する「玉縄城遺構

調査展」「日本の城展」「戦国時代の

鎌倉、その検証と発見展」、秋には

「中世鎌倉の石塔展」を準備中 

茅

葺

き

の

重

文

古

民

家

で

は

䣍

潜

り

戸

を

入

る

と

薄

暗

い

昔

の

世

界

䣎

土

間

䣍

天

井

の

カ

ヤ

䣍

曲

が

䣬

た

太

い

松

の

梁

䣍

土

壁

の

匂

い

䣍

板

の

間

の

質

感

䣎

今

の

家

と

古

民

家

の

構

造

の

違

い

を

体

感

し

䣍

昔

の

暮

ら

し

に

思

い

を

馳

せ

ま

し

た

䣎

 

◆

昨

年

か

ら

名

称

を

変

え

た

䣓

市

民

学

芸

員

育

成

の

た

め

の

実

践

的

講

座

䣔

は

内

容

も

ス

キ

ル

ア

䣹

プ

䣍

次

世

代

男

性

も

数

多

く

参

加

し

ま

し

た

䣎

中

世

玉

縄

の

石

塔

調

べ

䣍

城

址

遺

構

の

測

量

調

査

䣍

国

指

定

重

要

文

化

財

䣓

旧

石

井

邸

䣔

の

茅

葺

き

屋

根

の

経

年

破

損

調

査

を

横

浜

国

大

教

授

で

鎌

倉

市

文

化

財

専

門

委

員

に

学

び

ま

し

た

䣎

䣓

東

証

院

遺

跡

䣔

出

土

の

５

千

年

前

の

精

巧

な

器

に

も

触

れ

䣍

誰

も

が

感

銘

を

受

け

た

よ

う

で

す

䣎 

本

物

に

触

れ

て

学

ぶ

こ

と

の

楽

し

さ

䣍

そ

れ

を

専

門

の

先

生

の

指

導

も

と

䣍

玉

縄

歴

史

館

で

体

験

で

き

る

の

で

す

䣎 

◆

歴

史

館

学

芸

員

の

活

動

分

担 

本

年

４

月

か

ら

䣍

古

民

家

の

節

句

飾

り

設

え

や

民

具

の

補

修

と

展

示

工

夫

の

䣓

管

理

・

運

営

チ

䤀

ム

䣔

䣍

講

座

の

企

画

䣍

運

営

の

䣓

講

座

チ

䤀

ム

䣔

䣍

映

像

制

作

䣍

ギ

䣺

ラ

リ

䤀

展

示

䣍

模

型

づ

く

り

な

ど

の

䣓

モ

ノ

づ

く

り

チ

䤀

ム

䣔

に

分

か

れ

て

䣍

活

動

を

開

始

し

ま

し

た

䣎

大

型

TV
な

ど

視

聴

覚

機

材

は

䣍

大

成

建

設

自

然

・

歴

史

環

境

基

金

か

ら

助

成

を

受

け

て

整

え

ま

し

た

䣎 

◆◆◆◆

玉

縄

城

玉

縄

城

玉

縄

城

玉

縄

城

の

あ

た

ら

し

い

の

あ

た

ら

し

い

の

あ

た

ら

し

い

の

あ

た

ら

し

い

位

置

位

置

位

置

位

置

づ

け

づ

け

づ

け

づ

け    
 

教

育

委

員

会

文

化

財

課

と

の

協

働

に

よ

り

䣍

玉

縄

城

跡

発

掘

調

査

報

告

書

と

写

真

を

参

考

に

䣍

現

場

を

踏

査

し

な

が

ら

遺

構

状

態

を

検

証

し

ま

す

䣎

本

丸

東

側

の

残

さ

れ

た

遺

構

群

の

う

ち

玉

縄

城

独

特

の

遺

構

は

何

処

と

何

処

な

の

か

䣍

数

年

後

の

史

跡

指

定

に

協

力

し

て

進

め

る

準

備

で

も

あ

り

ま

す

䣎

 
 

 
 

 

䥹

文

化

委

員

長

 

荒

井

幸

子

䥺 

◆

次

世

代

と

一

緒

に

進

め

た

い

こ

と 

玉

縄

城

址

と

玉

縄

歴

史

館

で

学

ん

だ

小

・

中

学

生

は

10

年

間

で

一

万

人

で

す

䣎

䣓

中

学

生

・

高

校

生

に

な

䣬

た

皆

さ

ん

䣍

こ

の

秋

か

ら

始

ま

る

䣕

玉

縄

城

址

に

フ

ク

ロ

ウ

を

呼

び

戻

そ

う

プ

ロ

ジ

䣷

ク

ト

䣖

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

䣔

夕

暮

れ

か

ら

夜

中

に

䣓

ホ

䣍

ホ

䤀

䣔

と

鳴

く

䣍

あ

の

ふ

く

ろ

う

の

巣

箱

作

り

と

巣

箱

掛

け

の

作

業

で

す

䣎

城

址

の

自

然

を

守

る

活

動

で

も

あ

り

ま

す

䣎

ぜ

ひ

ご

参

加

く

だ

さ

い

䣎

 

◆

モ

ノ

づ

く

り

オ

䤀

プ

ン

講

座

は

玉

縄 

歴

史

館

で

毎

週

木

曜

9

時

半

開

始

で

す

䣎 

７

月

䣓

玉

縄

城

4

つ

の

館

䣔

模

型

作

り 

８

月

䣓

東

証

院

出

土

の

土

偶

作

り

䣔 

９

月

䣓

中

世

鎌

倉

の

石

塔

調

査

・

研

究

記

録

映

像

制

作

・

ギ

䣺

ラ

リ

䤀

展

䣔 

10

月

䣓

フ

ク

ロ

ウ

の

巣

箱

作

り

䣔

 

11

月

䣓

玉

縄

城

4

つ

の

館

䣔

模

型

作

り 

お

問

い

合

わ
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（４）                            玉縄城まちだより            ２０２１年(令和３年)５月１３日発行 第２1 号 
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